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［
名
古
屋
事
務
所
］
平
成
二
十
三
年
三
月
十
六

～
十
七
日
、
㈳
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
の
「
林

業
土
木
技
術
研
修
会
」
が
高
山
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
当
局
か
ら
竹
林
中
部
森
林
管
理
局
次

長
ほ
か
、
局
及
び
名
古
屋
事
務
所
の
職
員
が
講

師
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
当
該
協
会
所
属
の
土
木
施

工
技
術
者
の
技
術
力
や
資
質
の
向
上
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
協
会

事
務
局
よ
り
「
森
林
･
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
等

の
諸
情
勢
と
国
有
林
の
取
組
み
に
つ
い
て
講
義

依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
四
名
の
講
師
を
派

遣
、
協
会
所
属
の
技
術
者
九
十
八
名
に
対
し
講

義
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
日
目
は
局
担
当
者
よ
り
「
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の
実
務
」
や
「
労
働
災
害
防
止

に
向
け
た
安
全
対
策
」
等
の
講
義
、
翌
十
七
日

に
竹
林
次
長
が
「
森
林
･
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の

目
指
す
も
の
」
と
題
し
て
、
森
林
･
林
業
の
再

生
に
向
け
た
取
組
み
事
例
の
紹
介
や
、
日
本
の

森
林
･
林
業
が
抱
え
る
課
題
と
解
決
策
に
つ
い

て
、
画
像
を
活
用
し
具
体
的
に
講
義
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
形
や
作
業
シ
ス
テ
ム
に
応
じ
た
新

た
な
林
内
路
網
整
備
の
促
進
に
向
け
、「
路

網
・
作
業
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
」
に
お
け
る

林
道
規
定
等
の
検
討
に
よ
っ
て
、
具
体
的
方
策

が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
名
古
屋
事
務
所
の

各
担
当
者
か
ら
「
林
業
専
用
道
作
設
指
針
」
や

「
森
林
作
業
道
作
設
指
針
」
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明

す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
作
業
状
況
に
つ
い

て
は
、
分
か
り
や
す
く
動
画
を
用
い
、
そ
の
施

工
方
法
の
違
い
等
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
企
画
し
た
協
会
の
新
井
技
術

対
策
委
員
長
か
ら
は
、「
竹
林
次
長
を
は
じ
め

講
師
の
皆
さ
ん
の
説
明
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

等
を
活
用
し
て
非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
」、

「
森
林
作
業
道
等
の
路
網
整
備
を
加
速
化
し
、

高
性
能
林
業
機
械
と
組
合
わ
せ
た
、
低
コ
ス
ト

作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
た
と
同
時
に
、
今
後
は
林
業
事
業
体
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
、
林
建
協
働
に
よ
る
会
員
各

社
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

森
林
･
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
取
組
み
に
は
、

路
網
整
備
や
事
業
体
の
人
材
育
成
が
喫
緊
の
課

題
で
す
が
、
名
古
屋
事
務
所
で
は
国
有
林
と
し

て
の
貢
献
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
こ
う

し
た
研
修
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
林
野
庁
で
は
、「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
の
環
境
美
化
活
動
や
森
林
づ
く

り
活
動
等
に
お
い
て
企
業
や
団
体
が
資
金
、
資

材
の
提
供
ま
た
は
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
支

援
を
行
う
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
財
団
法
人
日
本
森
林
林
業
振
興
会
長

野
支
部
が
、
当
署
管
内
の
「
戸
隠
森
林
植
物

園
」
で
募
金
を
活
用
し
歩
道
や
案
内
板
等
の
整

備
を
実
施
し
て
い
る
戸
隠
森
林
植
物
園
保
護
管

理
協
議
会
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
三
月
二
十
三

日
、
中
部
森
林
管
理
局
に
て
協
定
締
結
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
財
団
法
人
日
本
森
林
林
業
振
興
会

長
野
支
部
長
、
戸
隠
森
林
植
物
園
保
護
管
理
協

議
会
長
を
は
じ
め
、
協
定
者
双
方
お
よ
び
中
部

局
、
北
信
署
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
の
主
な
内
容
は
、
平
成
二
十
五

年
六
月
ま
で
の
二
年
間
を
協
定
期
間
と
し
、
園

内
の
歩
道
等
の
整
備
資
材
や
道
標
等
を
提
供
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

戸
隠
森
林
植
物
園
保
護
管
理
協
議
会
長
は

「
近
年
、
自
然
の
癒
し
効
果
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
方
々
が
森
林
散
策

や
野
鳥
観
察
に
戸
隠
森
林
植
物
園
を
訪
れ
て
い

る
。
戸
隠
高
原
の
観
光
資
源
と
し
て
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
本
協
定
は
大
変
あ

り
が
た
い
。
支
援
を
有
効
に
利
用
し
、
よ
り
充

実
し
た
整
備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

署
と
し
て
も
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
協
定

者
双
方
と
協
力
の
う
え
活
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

竹林次長から森林・林業再生プランについて
具体的に説明

協定締結により、さらに魅力的な「レク森」に

「
戸
隠
森
林
植
物
園
」
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

�

サ
ポ
ー
タ
ー
協
定
締
結
式
を
実
施

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

森
林･

林
業
再
生
プ
ラ
ン

　
　
　
　

実
現
に
向
け
て

森
林･

林
業
再
生
プ
ラ
ン

　
　
　
　

実
現
に
向
け
て

〜
路
網･
作
業
シ
ス
テ
ム
等
を
解
説
〜

〜
路
網･
作
業
シ
ス
テ
ム
等
を
解
説
〜
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［
中
信
署
・
木
曽
署
］
平
成
二
十
二
年
度
に
新

築
工
事
を
進
め
て
き
た
奈
良
井
・
贄
川
合
同
森

林
事
務
所
が
三
月
二
十
五
日
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

新
し
い
建
物
は
、
両
森
林
事
務
所
を
合
同
化

し
、
宿
舎
も
二
戸
併
設
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
て

で
、
森
林
事
務
所
と
同
じ
敷
地
内
に
建
築
し
ま

し
た
。

　

構
造
材
に
は
地
域
材
の
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
、

腰
壁
に
は
人
工
林
サ
ワ
ラ
を
使
い
木
質
感
を
出

し
、
周
囲
の
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
建
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

両
森
林
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三

年
四
月
一
日
か
ら
森
林
管
理
署
の
管
轄
区
域
の

変
更
に
よ
り
、
木
曽
森
林
管
理
署
か
ら
中
信
森

林
管
理
署
の
管
轄
と
な
る
こ
と
か
ら
、
去
る
三

月
三
十
一
日
に
は
両
署
長
に
よ
る
看
板
の
掛
け

替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

 ［
東
信
署
］
花
の
高
原
「
湯
の
丸
高
原
」
や
北

国
街
道
の
宿
場
町
「
海
野
宿
」
が
有
名
な
長
野

県
東
御
市
に
建
築
し
て
い
た
東
部
森
林
事
務
所

が
、
去
る
三
月
十
八
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

旧
事
務
所
が
老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
、
建
て

替
え
を
行
っ
た
も
の
で
、
完
成
し
た
建
物
は
事

務
所
、
宿
舎
を
合
わ
せ
て
床
面
積
九
十
九
平
方

㍍
の
木
造
平
屋
建
て
で
す
。

　

東
御
市
役
所
に
隣
接
す
る
森
林
事
務
所
と
い

う
こ
と
で
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
の

木
材
約
三
十
五
立
方
㍍
を
使
用
し
、
外
壁
や
内

装
の
一
部
に
は
カ
ラ
マ
ツ
板
を
張
る
な
ど
に
よ

り
、
森
林
事
務
所
に
ふ
さ
わ
し
い
木
の
温
も
り

を
感
じ
ら
れ
る
建
物
と
し
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
三
月
に
入
り
各
地
域
で
山
火
事
が

多
発
し
て
い
る
中
、
三
月
三
十
日
十
五
時

三
十
七
分
頃
、
当
署
豊
丘
森
林
事
務
所
管
内
の

民
有
林
に
お
い
て
山
火
事
が
発
生
し
た
と
の
通

報
を
受
け
ま
し
た
。
場
所
は
国
有
林
に
隣
接
す

る
民
有
林
で
、
こ
の
時
点
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
消
火
活
動
を
実
施
中
で
あ
り
、
当
署
と

し
て
は
豊
丘
村
か
ら
応
援
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
備
え
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
の
搬
送
準
備
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
ク
ワ
等

の
準
備
、
出
動
員
の
人
選
、
新
た
な
情
報
の
収

集
と
職
員
が
手
分
け
し
て
準
備
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

十
九
時
四
十
分
、
豊
丘
村
か
ら
本
日
の
消
火

活
動
の
終
了
、
翌
早
朝
か
ら
再
開
す
る
旨
の
報

告
を
受
け
、
そ
の
際
、
当
署
へ
の
応
援
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
署
か
ら
は
五
名
の
職
員

が
翌
朝
五
時
に
署
を
出
発
し
消
火
活
動
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
最
終
的
な
消
火
活
動
が
主
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
当
署
で
準
備
し
た
六
十
六
個
の

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
が
大
い
に
役
立
ち
ま
し

た
。
こ
の
山
火
事
で
の
教
訓
と
し
て
、
大
火
事

で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
消
防
車
等
の
大
型
機
が

役
立
ち
ま
す
が
、
奥
深
い
山
奥
で
の
部
分
的
、

最
終
的
な
消
火
に
つ
い
て
は
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
が
大
い
に
役
立
つ
こ
と
、
地
元
の
消
防
団

等
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
の
数
が
少
な
い

こ
と
、
ま
た
、
当
署
に
お
い
て
も
消
火
器
具
の

準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
や
初
め
て
消
火
活

動
を
体
験
し
た
職
員
も
お
り
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
こ
と
、
緊
急
時
に

備
え
て
の
日
頃
か
ら
の
準
備
・
訓
練
が
大
事
だ

と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
山
火
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

鎮
火
は
昼
頃
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
日
の

夕
方
に
早
速
豊
丘
村
村
長
が
消
火
活
動
協
力
へ

の
お
礼
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
消

火
活
動
は
、
当
署
職
員
の
災
害
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
と
地
元
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
大
い

に
貢
献
し
た
事
案
で
し
た
。

新たな看板を掲げる中信署長と
これまでの看板を持つ木曽署長

奈
良
井
・
贄
川
合
同
森
林
事
務
所

�

が
完
成

東
部
森
林
事
務
所
が
完
成

事務所の看板を掲げる
安永署長と木島首席森林官

地
域
の
防
災
活
動
に
協
力

～
山
火
事
消
火
活
動
～お礼に来署された豊丘村村長

ジェットシューターによる消火活動
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［
南
木
曽
支
署
］
三
月
三
十
日
、
南
木
曽
支
署

に
お
い
て
協
定
期
間
が
満
了
と
な
っ
た
「
南
木

曽
伝
統
工
芸
の
森
」
森
林
整
備
協
定
を
南
木
曽

伝
統
工
芸
の
森
育
成
協
議
会
と
新
た
に
締
結
し

ま
し
た
。

　
「
南
木
曽
伝
統
工
芸
の
森
」
は
、「
木
の
文
化

を
支
え
る
森
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
ト
チ

ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
等
の
伝
統
工
芸
に
使
用
す
る
樹

木
の
育
成
や
伝
統
文
化
の
継
承
を
目
的
と
し

て
、
平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日
に
設
定
し
、

協
議
会
や
地
域
住
民
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
森
林
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
協
議
会
会
長
（
南
木
曽
町
長
）
と

南
木
曽
支
署
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
調
印
終

了
後
、
協
議
会
会
長
の
宮
川
南
木
曽
町
長
か
ら

「
多
く
の
町
民
に
も
伝
統
工
芸
品
の
良
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」「
樹
木
は
木
工
品
に
な
る
ま

で
長
い
年
月
が
必
要
で
そ
の
過
程
が
大
切
」
と

活
動
を
続
け
る
意
義
を
強
調
さ
れ
、
相
馬
支
署

長
か
ら
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
木
の

文
化
を
と
も
に
は
ぐ
く
ん
で
参
り
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
整
備
協
定
は
木
曽
谷
第
四
次
森

林
計
画
策
定
ま
で
の
一
年
間
の
協
定
と
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
森
林
整
備
作
業
を

継
続
し
て
い
く
中
か
ら
、
後
世
に
伝
え
て
い
く

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

森
林
整
備
活
動
の
発
展
に
向
け
、
当
支
署
と
し

て
も
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
三
月
二
十
九
日
、
高
山
市
庁
舎
に

お
い
て
「
高
山
市
一
色
・
山
中
山
地
域
森
林
整

備
推
進
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
高
山
市
一

色
・
山
中
山
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
昨
年
九
月
中
部
森
林
管
理
局

長
と
岐
阜
県
知
事
と
の
間
に
お
い
て
締
結
さ
れ

た
、
岐
阜
県
に
お
け
る
「
健
全
で
豊
か
な
森
林

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
く
森

林
整
備
推
進
協
定
の
第
一
号
と
な
る
も
の
で

す
。

　

協
定
に
は
飛
騨
森
林
管
理
署
を
は
じ
め
地
元

一
惣
造
林
組
合
、
高
山
市
、（
独
）
森
林
総
合

研
究
所
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
岐
阜
水
源
林

整
備
事
務
所
、
㈳
岐
阜
県
森
林
公
社
な
ど
こ
の

地
域
で
森
林
造
成
を
実
施
し
て
い
る
機
関
や
、

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所
、
飛
騨
高
山
森
林
組

合
な
ど
の
行
政
、
施
業
実
施
サ
イ
ド
も
参
加

し
、
計
七
者
の
代
表
に
よ
る
署
名
に
よ
り
こ
の

協
定
書
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
る
共
同
施
業
団
地
は
、
高
山

市
荘
川
町
一
色
・
山
中
山
地
区
内
の
国
有
林

一
、五
九
四
㌶
と
民
有
林
一
、一
三
五
㌶
の
計

二
、七
〇
〇
㌶
余
り
で
、
と
り
あ
え
ず
協
定
期

間
は
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

四
ヶ
年
間
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
延
長

は
で
き
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
で
は
、
当
該
地
区
の
民
有
林
・
国
有
林

が
森
林
所
有
界
を
越
え
た
効
率
的
路
線
計
画
の

下
、
連
携
し
約
一
万
五
千
㍍
に
お
よ
ぶ
路
網
整

備
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
や
、
約
六
九
〇
㌶
余

り
の
利
用
間
伐
等
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
整
備

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
約
一
万
八
千
立
方
㍍
の
木
材
生
産
を

予
定
し
、
地
域
に
お
け
る
木
材
の
安
定
供
給
の

役
割
り
を
果
た
す
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

協
定
区
域
は
、
人
工
林
率
が
六
十
五
㌫
と
高

山
市
平
均
の
三
十
七
㌫
と
比
べ
て
も
一
段
と
高

く
、
地
元
の
人
達
の
手
で
継
続
的
に
森
林
造
成

が
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
協
定

締
結
に
よ
り
更
な
る
森
林
資
源
の
充
実
や
木
材

利
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
四
月
十
六
日
、
瀬
戸
市
定

光
寺
自
然
休
養
林
に
お
い
て
、
今
年
度
第
一
回

目
の
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
箇
所
は
、
瀬
戸
市
内
の
小
学
校

が
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
で
利
用
す
る
、

瀬
戸
市
定
光
寺
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
付
近
の
遊

歩
道
沿
い
で
、
里
山
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
健
全
な
広
葉
樹
林
に
す
る
た
め
の
除
伐

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
の
崩
れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
心
配
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
青
空

里
山
の
整
備
で

　

健
全
な
広
葉
樹
林
を
育
て
よ
う

�

～
第
一
回
名
古
屋
Ｃ
Ｆ
事
業
～

高
山
で
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定

　
「
高
山
市
一
色
・
山
中
山
地
域

�

森
林
整
備
推
進
協
定
」
締
結

協定書を掲げる
宮川南木曽町長（右）と南木曽支署長（左）

関係機関代表により協定書に署名

伝
統
工
芸
と
一
体
と
な
っ
た

整
備
の
継
続
を

～
森
林
整
備
協
定
を
新
た
に
調
印
～
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で
、
新
緑
も
鮮
や
か
な
中
、
隊
員
三
十
四
名

は
、
時
折
舞
う
山
桜
の
花
び
ら
の
中
、
気
持
ち

の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
当
事
務
所
の
大
坪
副
所
長
か

ら
、
今
年
は
国
際
森
林
年
で
あ
り
テ
ー
マ
は

『
森
林
を
歩
こ
う
』
と
の
挨
拶
の
後
、
作
業
方

法
、
安
全
作
業
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け
た

後
、
班
毎
に
分
か
れ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
参
加
者
か
ら
は
、「
明
る
く
き

れ
い
に
な
っ
た
」「
森
林
の
活
性
化
に
役
立
っ

た
と
思
う
」「
大
変
だ
っ
た
が
、
楽
し
く
で
き

た
」「
時
間
が
短
く
、
も
っ
と
や
り
た
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
事
業
は
、
全
十
四
回
管
内
各
署
（
所
）

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

～
源
流
を
守
る
結
束
力
～

 

［
木
曽
森
林
管
理
署
薮
原
造
林
班
］　

薮
原
造

林
班
の
現
場
は
、
木
曽
郡
木
祖
村
の
国
有
林
約

七
、八
〇
〇
㌶
、
標
高
約
一
、〇
〇
〇
㍍
～

二
、四
四
六
㍍
の
鉢
盛
山
ま
で
が
仕
事
の
舞
台

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

班
員
は
、
流
域
整
序
に
よ
り
奈
良
井
・
贄
川

森
林
事
務
所
の
基
幹
作
業
職
員
二
名
が
薮
原
造

林
班
へ
加
わ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
五
名

体
制
と
な
っ
て
平
均
年
齢
も
若
干
若
く
な
り
ま

し
た
。

　

も
と
も
と
旧
薮
原
事
務
所
管
内
と
し
て
の
交

流
が
あ
っ
た
た
め
気
心
も
知
れ
て
お
り
、
新
し

い
造
林
班
と
い
っ
て
も
、
ず
っ
と
一
緒
に
や
っ

て
き
た
よ
う
な
仲
間
で
す
。

　

こ
の
班
の
特
徴
と
し
て
は
、
班
長
が
中
心
と

な
っ
て
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
作
業
内

容
・
作
業
配
置
・
安
全
管
理
を
各
自
が
し
っ
か

り
確
認
し
て
か
ら
現
場
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
だ
す
と
、
妥
協

を
許
さ
ず
完
璧
な
も
の
を
目
指
す
気
構
え
が
す

ば
ら
し
く
、
手
先
の
器
用
さ
等
を
生
か
し
て
歩

道
の
階
段
設
置
や
橋
の
架
け
替
え
な
ど

「
え
っ
、
こ
ん
な
も
の
が
作
れ
る
の
」
と
驚
か

さ
れ
ま
す
。　

　

村
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
薮
原
造
林
班
の
知
恵

と
腕
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
木
曽
川
源
流
の
水
や
自
然
を

守
る
た
め
、
結
束
し
て
山
を
し
っ
か
り
管
理
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
、
二
名
（
Ⅲ
種
採
用
）

の
新
規
職
員
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
中
途
で
採
用
さ
れ
た
一
名
（
Ⅱ
種
採

用
）
も
新
た
な
気
持
ち
で
、
一
社
会
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
抱
負
等
を
紹

介
し
ま
す
。

☆
Ⅱ
種
採
用

①
神
奈
川
県
横
浜
市

②
サ
ッ
カ
ー
観
戦

③�

ま
ず
、
社
会
人
と
し
て
働
く
機
会
を
得
て
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
、
前
年
度
試

験
に
失
敗
し
苦
し
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ

の
分
、
人
よ
り
も
多
少
の
困
難
は
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
い
う
自
信
も
付
き
ま
し
た
。
職
場

に
は
、
業
務
の
指
導
や
相
談
に
の
っ
て
く
だ

さ
る
先
輩
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
方

達
か
ら
受
け
た
恩
を
忘
れ
ず
に
林
業
、
治
山

事
業
を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

☆
Ⅲ
種
採
用

①
岐
阜
県
下
呂
市

②
読
書
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

③�

社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

除伐作業に汗を流す隊員の皆さん

安
あんどう

藤　成章
（中信署）

熊
くまざき

﨑　寛太
（木曽署）

薮原造林班の皆さん
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①
岐
阜
県
岐
阜
市

②
読
書
、
柿
栽
培

③�

責
任
あ
る
行
動
を
し
、
後
悔
し
な
い
行
動
を

し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

林
野
庁
人
事
（
抄
）

�

四
月
一
日
付

▽�

林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
監
査
官
（
森
林

整
備
部
治
山
課
併
任
）（
局
中
信
森
林
管
理

署
長
）�

下
平　
　

敦

▽�

中
部
森
林
管
理
局
中
信
森
林
管
理
署
長
林
野

庁
森
林
整
備
部
研
究
・
保
全
課
併
任
解
除

（
林
野
庁
林
政
部
林
政
課
林
業
・
木
材
産
業

情
報
分
析
官
兼
森
林
整
備
部
研
究
・
保
全

課
）�

下
堂　

健
次

▽�
林
野
庁
国
有
林
野
部
職
員
・
厚
生
課
課
長
補

佐
（
労
務
管
理
班
担
当
）（
局
企
画
調
整
室

長
） �

岡
村　

篤
憲

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
長
（
関
東
森

林
管
理
局
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署

長
）�

竹
内　
　

学

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
付
（
局
企
画

調
整
室
監
査
官
（
経
常
）�
小
森　

哲
也

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
経

常
）（
局
南
信
森
林
管
理
署
次
長
）

�

丸
山　

和
久

▽�

中
部
森
林
管
理
局
南
信
森
林
管
理
署
次
長

（
局
中
信
森
林
管
理
署
次
長
）�

小
池　

新
太
郎

▽�

中
部
森
林
管
理
局
中
信
森
林
管
理
署
次
長

（
局
東
濃
森
林
管
理
署
次
長
）�

酒
向　

邦
夫

▽�

中
部
森
林
管
理
局
東
濃
森
林
管
理
署
次
長

（
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
名
古
屋
事
務
所

副
所
長
））�

松
井　
　

栄

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
名

古
屋
事
務
所
副
所
長
）（
局
企
画
調
整
室
監

査
官
（
名
古
屋
事
務
所
副
所
長
）

�

廣
田　

祐
一

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
名

古
屋
事
務
所
副
所
長
）（
局
飛
騨
森
林
管
理

署
総
務
課
長
）�

大
坪　

幸
治

▽�

中
部
森
林
管
理
局
総
務
部
専
門
官
（
契
約
適

正
化
）（
局
企
画
調
整
室
監
査
官
） 
�

松
元　

和
正

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
局

北
信
森
林
管
理
署
総
務
課
長
）�

田
村　

英
雄

▽�

中
部
森
林
管
理
局
総
務
部
専
門
官
（
契
約
適

正
化
）（
北
海
道
森
林
管
理
局
日
高
南
部
森

林
管
理
署
長
）�

花
木　

健
英

▽�

中
部
森
林
管
理
局
出
向
（
総
務
部
経
理
課
付

へ
）（
局
総
務
部
専
門
官
（
契
約
適
正
化
））

�

水
野　

利
彦

▽�

中
部
森
林
管
理
局
総
務
部
専
門
官
（
契
約
適

正
化
）（
局
総
務
部
経
理
課
課
長
補
佐
）

�

新
家　

孝
之

▽�

中
部
森
林
管
理
局
計
画
部
企
画
官
（
技
術
開

発
・
普
及
担
当
）（
局
森
林
整
備
部
販
売
課

課
長
補
佐
）�

佐
竹　

敏
郎

▽�

中
部
森
林
管
理
局
出
向
（
東
信
森
林
管
理
署

御
代
田
森
林
事
務
所
上
席
森
林
官
へ
）（
局

計
画
部
企
画
官
（
技
術
開
発
）

�

土
屋　

富
二
男

▽�

計
画
部
上
席
自
然
再
生
指
導
官
（
木
曽
森
林

環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
）（
局

南
信
森
林
管
理
署
流
域
管
理
調
整
官
）

�

古
野　

照
明

三
月
三
十
一
日
付

▽�

定
年
退
職
（
局
総
務
部
専
門
官
（
契
約
適
正

化
））�

小
久
保　

優

▽�

定
年
退
職
（
局
総
務
部
専
門
官
（
契
約
適
正

化
））�

大
屋　

孝
好

▽�

定
年
退
職
（
局
計
画
部
（
上
席
）
自
然
再
生

指
導
官
（
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
長
））�

田
口　
　

一

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

四
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みやべ

部さゆり
（東濃署）

国有林マンとなった３人の活躍を期待します


